
報告 2020年度講道館杯での感染対策について 

感染対策マネージャー 三上靖夫 

 

感染対策チーム：三上、柵山（サブ）、立石、井汲、神谷、全柔連大会事業課スタッフ 

 

基本方針 

１．感染を疑う人を会場に入れない 来場予定者全員に感染予防策の徹底を周知 

２．会場内での徹底した感染対策 

   無観客でも多くの来場者 前日 563名、１日目 900名、2日目 840名 

 

感染予防についての注意喚起と同意書・健康チェック表提出の義務化 

 １．手指衛生  

２．密となる場所へ行かない  

３．健康チェック表の記載  

４．選手を検査するにあたり陽性となった選手の関係者は入場不可、または退場 

※新型コロナウイルス感染症検査を行う場合 

出場選手への注意喚起と同意書・健康チェック表提出の義務化、所属長の証明書 

 ※ 健康チェック表に日々の稽古場所の記入、指導者のサイン 

 ※ 所属に感染を疑う体調不良者が練習に参加していないことを証明する証明書 

 

会場入口でのフロー 検温、手指消毒、健康チェック表と同意書確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



来場者のチェック結果 

 ・発熱者：健康チェック表で 14日間のほとんどで 37.0℃を超えていた帯同者 1名 

➡ 健康チェック表の体温記載で確認 入場許可 

 ・健康チェック表で 1週目に 37℃超えが 2日、次の日にノドの痛みあり 

➡ アリーナ職員でアリーナ業務で来場 参加者と導線交わらず入館許可 

 

会場内での感染対策 

１．会場内導線 柵山先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．アルコールの配置、トイレの清掃は 2時間毎に行った 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   使用した消毒液（塩化ベンザルコニウムは新型コロナウイルスに有効） 

（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/syoudoku_00001.html） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．足ふきマットの設置 アルボナースを含浸 

   審判にも畳に上がる前に踏むよう要請 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



４．畳の消毒 

   指針に沿った畳の消毒  次亜塩素酸ナトリウム 0.02% （ハイターを希釈） 
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